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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分析装置内で処理される液体試料を入れるのに適した容器のアレイ(41)であって、
　(a)　前記試料を受けるための容器(11)の第１の列(31)、
　(b)　各々がピペットチップ(61)を受けるように適合された容器(51)の第２の列(43)、
　(c)　実質的に直平行六面体形状を有する上側部分(45)であって、各々が側壁(47)およ
び底壁(48)を有する区画(46)に分けられた上側部分(45)、ここで、試料を受けるための容
器(11)およびピペットチップ(61)を受けるための容器(51)は、前記区画(46)の各々の底壁
(48)内のそれぞれの開口部(52, 53)から延びている、
を備え、
　前記区画(46)は各々、後側壁(55)および該後側壁に向かい合って位置する前側壁(54)を
有し、各々が区画の後側壁と前側壁の間に延びている側壁(47)によって互いに分離されて
いる、ならびに
　前記後側壁(55)は各々、ピペットチップ(61)が容器のアレイ(41)内の位置から容器のア
レイ(41)の外側の位置に移動されるとき、該ピペットチップの先端(62)の通過を可能にす
る中央開口部(56)を有する、
容器のアレイ(41)。
【請求項２】
　前記上側部分(45)が第１の可塑性材料の射出成形によって作製され、容器の前記第１の
列(31)および容器の前記第２の列(43)が、第２の可塑性材料の射出成形によって作製され
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、前記上側部分(45)の材料が、容器の前記第１および第２の列(31, 43)の材料よりも堅い
、請求項１記載の容器のアレイ。
【請求項３】
　磁気粒子を含む複数の液体から前記粒子を分離するための装置であって、前記液体の各
々は、容器のアレイ(41)の一部である容器(11)内に入っており、
　(a)　請求項１または２記載の容器のアレイ、および
　(b)　容器の前記アレイ(41)を、容器の前記アレイ(41)の容器(11)内に含まれた廃液の
処分のための手段に接続するための接続デバイス(71)
を備える、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、磁性粒子を含む液体から該粒子を分離するための方法に関し、前記液体は長
軸を有する細長い容器（vessel）に含まれ、前記容器は長軸が実質的に垂直位になるよう
に容器ホルダー中に配列され、前記容器は該容器の底に向かって小さくなる漸減断面を有
する下側部分、および前記容器の長軸と角度をなす外表面を有する側壁を有する。
【０００２】
　本発明はさらに、磁性粒子を含む複数の液体から該粒子を分離するための方法に関し、
前記液体のそれぞれは、長軸を有し、容器のアレイの一部である伸張された容器に含まれ
、前記容器のアレイ中の容器は、その長軸が実質的に垂直位になるように容器ホルダー中
に配列され、前記容器のそれぞれは、容器の底に向かって小さくなる漸減断面を有する下
側部分、および前記容器の長軸と角度をなす外表面を有する側壁を有する。
【０００３】
　また、本発明は、磁性粒子を含む液体から該粒子を分離するための装置に関し、前記液
体は長軸を有する細長い容器に含まれ、前記容器は、その長軸が実質的に垂直位になるよ
うに容器ホルダー中に配列され、前記容器は、容器の底に向かって小さくなる漸減断面を
有する下側部分、および前記容器の長軸と角度をなす外表面を有する側壁を有する。
【０００４】
　本発明はさらに、磁性粒子を含む複数の液体から該粒子を分離するための装置に関し、
前記液体のそれぞれは、長軸を有し、容器のアレイの一部である細長い容器中に含まれ、
前記容器のアレイ中の容器は、その長軸が実質的に垂直位になるように容器ホルダー中に
配列され、前記容器のそれぞれは、容器の底に向かって小さくなる漸減断面を有する下側
部分、および前記容器の長軸と角度をなす外表面を有する側壁を有する。
【０００５】
　本発明はさらに、上記で説明されたような種類の装置中で処理される液体試料を含むの
に適切な容器のアレイに関する。
【０００６】
　磁性粒子は、いくつかの診断アッセイ、例えば免疫アッセイを行なうための固相として
使用される。かかるアッセイは容器に含まれる反応溶液中に懸濁した磁性粒子を含む。ア
ッセイが実施される際に、いくつかの工程で、容器に含まれる液体から磁性粒子を分離す
ることが必要である。
【０００７】
　公知の装置において、これは通常、容器の外側壁に近接して設置した磁石により磁性粒
子を容器の壁に引き寄せること、および適切な手段により液体を容器から抽出することで
なされる。
【０００８】
　米国特許第6,187,270号に記載されるこの種の装置においては、容器としてピペットチ
ップが使用され、ピペットチップの壁の内表面上の所定の位置に磁性粒子の集団を固定す
るために磁石がピペットチップの壁に近接して設置される。磁性粒子の集団がその位置に
ある状態で、洗浄水がピペットチップ内に吸い込まれる洗浄工程が実施される。ピペット
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チップからこの水を排出して別の部分の新しい水を吸い込む。その後、ピペットチップを
磁石からゆっくりと離し磁性粒子をピペットチップの先端へと移動させる。
【０００９】
　米国特許第6,187,270号によると、固定磁石を使用し、磁石に対してピペットチップを
移動させるための装置を使用して上記のピペットチップの移動を行なう。後者の装置の不
利な点は、ピペットチップが磁石から離れるにつれて磁性粒子に作用する磁力が急速に減
少するため、磁性粒子のピペットチップ先端への望ましい移送が相対的に遅くなることで
ある。
【００１０】
　米国特許第6,187,270号に記載される種類の装置のもう1つの不利な点は、複数の容器に
含まれる液体を並行して処理することが望ましい場合に、容器を磁石から離すために、対
応する複数の移送手段が必要なことである。
【００１１】
　従って、本発明の第1の目的は、容器中の磁性粒子のより迅速な移送を可能にする方法
および装置を提供することである。
【００１２】
　本発明の第2の目的は、上述の第1の目的を複数の容器で同時に達成することを可能にす
る方法および装置を提供することである。
【００１３】
　本発明の第3の目的は、上述の第2目的を達成することに加えて、先行技術よりも簡単な
方法で、複数の容器に含まれる廃液の除去を可能にする装置を提供することである。
【００１４】
　本発明の第4の目的は、上述のような種類の装置での使用に適切な容器のアレイを提供
することである。
【００１５】
　本発明の第1の局面によると、請求項1記載の方法および請求項4記載の装置により上述
の第1の目的を達成する。後者の方法の好ましい態様は、請求項2および3に規定される。
請求項4記載の装置の好ましい態様は、請求項5～9に規定される。
【００１６】
　本発明の第3の局面によると、請求項12記載の装置により上述の第3の目的を達成する。
【００１７】
　本発明の第4の局面によると、請求項10記載の容器アレイにより上述の第4の目的を達成
する。この容器アレイの好ましい態様は請求項11に規定される。
【００１８】
　本発明の装置は、特に磁性粒子を含む液体であって複数の容器に含まれる液体を並行し
て処理する場合に、上述の型の洗浄工程をより迅速に、より効率的に、かつより効果的な
手段を使用して実行する可能性を提供するという利点を付与する。
【００１９】
　本発明の容器アレイは、本発明の第2の局面による装置での使用に特に有利である。
【００２０】
　次に主題の本発明は、添付の図面を参照して、その好ましい態様に関して記載される。
これらの態様は本発明の理解を補助するために記載されるが、限定されるように解釈され
るべきではない。
【実施例】
【００２１】
（好ましい態様の詳細な説明）
実施例1：本発明の装置の第1の態様
　磁性粒子を含む液体から該粒子を分離するための装置の第1の態様は、図1、2、5および
6に関して本明細書の以下に記載される。
【００２２】
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　図1および2に示される装置は容器ホルダー13を備える。磁性粒子を含有する液体は、図
1および2に示される細長い容器11に含まれる。
【００２３】
　容器11は対称な長軸12を有し、容器11の底部を含む下側部分を有する。容器11の下側部
分は、容器の底に向かって小さくなる漸減断面を有する。容器11の下側部分は側壁14を有
する。側壁14は円錐形状を有する外表面を有する。従って、容器11の長軸12を通る面と側
壁14の平坦な外表面との交差断面は長軸12と小さい角度をなす。
【００２４】
　容器11は、容器11の長軸12が実質的に垂直位になるように容器ホルダー13中に配列され
る。
【００２５】
　図1および2に示される装置はさらに、平坦な外表面16を有する磁石15、および磁石15を
移動経路25に沿って移動させるための移送手段17を有する。図2に示されるように移動経
路25は好ましくは閉鎖移動経路である。
【００２６】
　移送手段17は、磁石15の実体的な部分を受け、保持するための磁石ホルダー18および磁
石ホルダー18を移動させ、それにより磁石15を移動経路25に沿って移動させるためのベル
トドライブ19を備える。ベルトドライブの構造は、図2で示される配置で歯車（tooth whe
el）27および28ならびに張力滑車29を含む。ベルトドライブ19の初期張力は、張力滑車29
の位置および半径の調整によって達成される。
【００２７】
　移送手段17は、第1の所定の位置と第2の所定の位置の間で磁石15を移動経路25に沿って
移動させるように適合される。図2に示されるように第1の所定の位置は、例えば容器11の
下側部分の中心部とほぼ同じ高さであり、第2の所定の位置は、例えば容器11の底に近接
している。
【００２８】
　磁石15および移送手段17は容器11に関して、移送手段17が第1の所定の位置から第2の所
定の位置へと伸びる移動経路25の一部に沿って磁石15を移動させる間、磁石15の平坦な外
表面16が容器11の下側部分の側壁14の外表面の一部に接触するように配列される。移動経
路25は、磁石15が前記第1の所定の位置から前記第2の所定の位置へと移動経路25に沿って
移動される場合、磁石15が容器11の長軸12の下方および容器11の長軸12に向かって移動さ
れるように配列される。
【００２９】
　図5および6に示されるように、磁石ホルダー18は磁石15の一部を受ける空洞21を有する
。
【００３０】
　好ましい態様において、磁石15の一部は、図6に示されるように磁石ホルダー18の空洞2
1に配置され、ぴったりと収まる。この態様において、移送手段17は、磁石15がベルトド
ライブと容器11の間に配置され、移動経路25に沿って移動する場合、ベルトドライブ19の
初期張力が磁石15を側壁14に押し付け、磁石15の平坦な外表面16と容器11の下側部分の側
壁14の外表面の接触を確実にするのに充分な力を磁石15にかけるような寸法である。
【００３１】
　図5に示される磁石ホルダー18の別の好ましい態様において、このホルダーの構造は磁
石15と磁石ホルダー18の間に配置される板バネ22および23を含む。この態様において、容
器11の下側部分の側壁14の外表面に磁石15を押し付ける力は、ベルトドライブ19の初期張
力により生じる力と板バネ22および23によりかけられるさらなる力の合計である。この合
計により生じる力は、容器11の下側部分の側壁14の外表面がベルトドライブと容器11の間
に設置され、移動経路25に沿って移動する場合、磁石15の平坦な外表面16と容器11の下側
部分の側壁14の外表面の良好な接触を確実にする。
【００３２】
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　好ましい態様において図5に示されるように、磁石15は、磁石15の平坦な外表面16と45
°の角度をなす磁軸24を有する。
【００３３】
実施例2：本発明の方法の第1の態様
　磁性粒子を含む液体から該粒子を分離するための方法は、図1、2、5および6に関して上
述の実施例1の装置態様で本発明に従って実行され得る。この方法によると、平坦な外表
面16を有する磁石15は、磁石15が移動経路25の一部に沿って移動される場合、前述の第1
の所定の位置から第2の所定の位置まで伸びる移動経路25の一部分上で、磁石15の平坦な
外表面16が容器11の下側部分の側壁14の外表面の一部と接触し、磁石15が容器11の長軸12
の下方に長軸12に向かって移動されるように移動経路25に沿って自動的に移動される。
【００３４】
　好ましい態様において、磁石15は前述の移動経路25の部分に沿って移動しながら、磁石
15の平坦な外表面16を容器11の下側部分の側壁14の外表面に押し付けるために磁石15に力
がかけられる。
【００３５】
　好ましい態様において、移動経路25は閉鎖移動経路である。
【００３６】
実施例3：本発明の装置の第2の態様
　磁性粒子を含む複数の液体から該粒子を分離するための装置の第2態様は、図1～7に関
して以下に記載される。
【００３７】
　図1および2に示される装置は、容器11のアレイ31を受けるために適合された容器ホルダ
ー13を備える。磁性粒子を含む液体のそれぞれは容器11の1つに含まれる。
【００３８】
　それぞれの容器11は、対称な長軸12および容器11の底部を含む下側部分を有する。容器
11の下側部分は、容器の底に向かって小さくなる漸減断面を有する。容器11の下側部分は
側壁14を有する。側壁14は円錐形を有する外表面を有する。容器11の長軸12を通る面と側
壁14の外表面との交差断面は、長軸12と小さな角度をなす。
【００３９】
　アレイ31の容器11は、その長軸が実質的に垂直となる位置で容器ホルダー13内に配列さ
れる。
【００４０】
　図1および2に示す装置は、さらに、各々が平坦な外表面16を有する磁石15のアレイ33、
および磁石のアレイ33の各磁石を移動経路25に沿って移動させるための移送手段17を備え
る。図2に示されるように、移動経路25は、好ましくは閉鎖移動経路である。
【００４１】
　移送手段17は、各々が磁石15の実体的な部分を受けて保持するように適合された磁石ホ
ルダー18のアレイ34、および磁石ホルダー18のアレイ33を移動させ、それにより、磁石15
のアレイ33の磁石15を移動経路25に沿って移動させるためのベルトドライブ19を備える。
【００４２】
　図3は、互いにしっかりと接続され、各々が磁石15を保持する個々の磁石ホルダー18を
備える磁石ホルダーのアレイ34の第１の態様を示す。
【００４３】
　図4は、各々が磁石15を保持するように適合された複数の空洞を有する単一の本体を備
える磁石ホルダーのアレイ34の第２の態様を示す。
【００４４】
　移送手段17は、各磁石15を移動経路25に沿って第１の所定の位置と第２の所定の位置と
の間で移動させるように適合される。図2に示されるように、第１の所定の位置は、例え
ば、対応する容器11の下側部分の中央部分とほぼ同じ高さに位置し、第２の所定の位置は
、例えば、その容器11の底面付近である。
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【００４５】
　磁石15のアレイ33および移送手段17は、容器11のアレイ31に対して、移送手段17が各磁
石15を移動経路25の第１の所定の位置から第２の所定の位置まで延びる部分に沿って移動
させる間に、磁石15の平坦な外表面16が、対応する容器11の下側部分の側壁14の外表面の
一部分と接触するように配列される。移動経路25は、磁石15が移動経路25に沿って前記第
１の所定の位置から前記第２の所定の位置まで移動されるとき、各磁石15が、対応する容
器11の長軸12に向かって下方に移動されるように配列される。
【００４６】
　図5および6に示されるように、各磁石ホルダー18は、磁石15の一部分を受けるための空
洞21を有する。
【００４７】
　好ましい態様において、図6に示されるように、磁石15の一部分は、磁石ホルダー18の
空洞21内に配列され、該空洞内にぴったりと(snuggly)嵌め込まれる。この態様において
、移送手段17は、磁石15がベルトドライブと容器11との間に位置し、移動経路25に沿って
移動するとき、磁石を側壁14に対して押し付け、磁石15の平坦な外表面16と容器11の下側
部分の側壁14の外表面との接触を確保するのに充分な力であるベルトドライブ19の初期張
力が磁石15に対して負荷されるような寸法である。
【００４８】
　図5に示される磁石ホルダー18の別の好ましい態様において、このホルダーの構造は、
磁石15と磁石ホルダー18との間に配列される板バネ22および23を含む。この態様において
、磁石15を容器11の下側部分の側壁14の外表面に対して押し付ける力は、ベルトドライブ
19の初期張力によって生じる力と、板バネ22および23によって負荷されるさらなる力の和
である。この和によって生じる力により、容器11の下側部分の側壁14の外表面がベルトド
ライブと容器11との間に位置し、移動経路25に沿って移動するとき、磁石15の平坦な外表
面16と容器11の下側部分の側壁14の外表面との良好な接触が確保される。
【００４９】
　図5に示されるように、好ましい態様において、磁石15は、磁石15の平坦な外表面16に
対して45度の角度をなす磁軸24を有する。
【００５０】
　図1～6に関して上記の装置の好ましい態様は、さらに、容器11のアレイ31を廃棄物容器
75に接続するための図1、2および7に示された廃棄物接続部(connector)または廃棄物接続
デバイス71を含み、該廃棄物容器は、容器のアレイ31の容器11内に含まれた廃液を処分す
る機能を果たす。廃棄物接続部71は、上側部分73および下側部分74を備える。廃棄物接続
部71の上側部分73は、上記の容器ホルダー13および空洞72を含み、該空洞の各々は、先端
61からの廃液を廃棄物接続部71の下側部分74に流体により接続される廃棄物チャンバ75へ
と送達中に、ピペットチップ61を受けるように適合されている。廃棄物接続部71により、
種々の容器11内に生じた廃液を廃棄物容器75に送達することが可能になる。ある１つの容
器11内に生じた廃液の廃棄物接続部71への移動、それによる廃棄物容器75への移動は、そ
の容器と作動可能に結合したピペットチップ61により行なわれる。
【００５１】
　図12は、廃棄物接続部71の下側部分74の好ましい態様を示す。
【００５２】
　廃棄物接続部71の下側部分74は、複数の穴81を有し、該穴は各々、ピペットチップ61の
先端62を受けるように適合された上側開口部82、および流体により穴81をチャネル84と接
続させる下側開口部83を有する。各穴81は、垂直軸に沿って該穴の上側開口部から下方に
延びる短い垂直部分、および該垂直軸に対して約20度の角度αをなす軸に沿って延びる部
分を有する。この構造により、ピペットチップ61によって送達される液体噴流が、該噴流
の軸に対してわずかに角度をなす表面に衝突するという利点が提供される。これにより、
ピペットチップから廃棄物接続部への廃液の送達中に、廃液が穴の外側に噴出し得ること
が抑制される。
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【００５３】
　図12に示された廃棄物接続部71の上記の構造は、以下の利点を提供する。
・　ピペットチップから廃棄物接続部への廃液の送達中、廃液の噴出が妨げられる。
・　ピペットチップ間の汚染が妨げられる。
・　ピペットチップと廃棄物接続部間の汚染が妨げられる。
【００５４】
　廃棄物接続部71の下側部分74 は、チャネル84の最下点に位置する排出口85を有する。
したがって、チャネル84内に回収された液体は、排出口85を介して廃棄物接続部71を出て
、矢印92で示される経路に従って廃棄物容器75内に落下し得る。
【００５５】
　廃棄物接続部71の下側部分74の好ましい態様において、排出口85は、適当な密封体(図
示していない)によって閉鎖されており、下側部分74は、下側部分74の上面部分付近に位
置する排出口86、および壁89によって互いに分離されたチャネル部分87と88によって形成
されるチャネルを有する。この態様では、排出口86は、流体により吸引ポンプ91に接続さ
れ、該ポンプは、チャネル87、88および排出口86を介してチャネル84から吸引した液体を
廃棄物容器75に送達する。矢印93は、チャネル84から吸引された液体が従い、ちょうど記
載のように廃棄物容器75に送達される経路を示す。この好ましい態様は、廃棄物容器71の
内部に生じ得るエーロゾルを有利に除去する。
【００５６】
実施例4：本発明による装置における使用に適した容器のアレイの態様
　図1～7を参照して上記した種類の装置における使用に適した容器のアレイ41の態様を、
以下に、図8～11を参照して記載する。
【００５７】
　図8は、各々がピペットチップを受けるように適合されたそれぞれの容器51内にピペッ
トチップ61が挿入された、本発明による容器アレイ41の斜視図を示す。
【００５８】
　図9は、本発明による容器アレイ41の第２の斜視図を示す。
【００５９】
　図10は、容器アレイ41の断面図を示す。
【００６０】
　図11は、図1および2に示すピペットチップ61の斜視図を示す。
【００６１】
　容器のアレイ41は、試料を受けるための容器11の第１の列31、および各々がピペットチ
ップ61を受けるように適合された容器51の第２の列43を含む。
【００６２】
　容器のアレイ41は、さらに、ほぼ直平行六面体形状を有し、区画46に分割された上側部
分45を含む。各区画46は実質的に直平行六面体形状を有し、区画46において底壁48および
側壁47に分割されている。試料を受けるための容器11は、各区画46の壁48の底面内の開口
部52から下方に延びる。ピペットチップ61の下側部分を受けるための容器51は、各区画46
の壁48の底面内の開口部53から下方に延びる。
【００６３】
　各区画46は、後側壁55および該後側壁に向かい合って位置する前側壁54を有する。隣接
する区画46は、区画の後側壁と前側壁の間に各々延びる側壁47 によって互いに分離され
ている。
【００６４】
　各区画46の前側壁54は中央開口部56を有し、該開口部は、ピペットチップ61の先端62が
容器のアレイ41内の位置から容器のアレイ41の外側の位置に移動されるとき、例えば、容
器11からの廃液の吸引後、ピペットチップ61が容器11から離れて廃棄物接続部71内に位置
する位置、例えば、図7に示されるピペットチップ61の位置に向かって移動されるとき、
ピペットチップ61の先端62の通過を可能にする。
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【００６５】
　容器アレイ41の好ましい態様において、その上側部分45は、第１の可塑性材料、例えば
ポリスチレンの射出成形によって作製され、容器の第１および第２の列31、43は、第２の
可塑性材料ポリプロピレンの射出成形によって作製され、上側部分45の材料、例えばポリ
スチレンは、容器の第１および第２の列31,43の材料、例えば、ポリスチレンよりも堅い
。この材料選択の利点は、得られる容器アレイの構造が、操作条件によって、例えば、環
境温度の変化によって変形しにくくなることである。
【００６６】
実施例5：本発明の方法による第２の態様
　磁気粒子を含む液体からかかる粒子を分離するための方法は、図1～7を参照して上記し
た実施例3の装置の態様、および図8～11を参照して上記した実施例4の容器のアレイを用
い、本発明に従って行なわれ得る。
【００６７】
　この方法によると、各々が平坦な外表面16を有する磁石15のアレイ33は自動的に移動さ
れ、それにより各磁石15が移動経路25に沿って移動され、上記の第１の所定の位置から第
２の所定の位置まで延びる移動経路25の一部分上で、各磁石15の平坦な外表面16が容器11
の下側部分の側壁14の外表面の一部分と接触し、各磁石15は、移動経路25の上記の部分に
沿って移動されると、容器11の長軸12に向かって下方に移動される。
【００６８】
　好ましい態様において、磁石15が移動経路25の上記の部分に沿って移動される間に、各
磁石の平坦な表面16を対応する容器11の下側部分の側壁14の外表面に押し付けるため、磁
石のアレイ33の各磁石15に対して力が負荷される。
【００６９】
　好ましい態様において、移動経路25は閉鎖移動経路である。
【００７０】
実施例6：上記の装置および方法が使用されるシステムの態様
　この種のシステムは、コンベヤ(添付の図面には図示していない)を備え、例えば、コン
ベヤは、容器アレイを、互いに直行する３つの方向X-、Y、Zに移動させるように適合され
る。後者のコンベヤは、実施例4による容器のアレイ41を自動的に移送し、該アレイを、
容器ホルダー13内の図1および2に示す位置に配置する機能を果たす。容器のアレイ41が該
位置にある状態で、各容器11内で対応するピペットチップ61によりピペッティング操作が
行なわれ、ピペットチップは、使用されていない場合は、容器11に隣接する容器51内に挿
入されて静止している。
【００７１】
　容器11内の廃液が除去されなければならないとき、その目的のために、ピペットチップ
61は容器11内に自動的に移送され、廃液がピペットチップ61内に吸引され、次いで、この
チップが廃棄物接続部71の方に自動的に移送され、その図7に示された位置に配置される
。ピペットチップ61が該位置にある状態で、廃液は、チップから廃棄物接続部71内部の回
収チャンバ内に噴出される。容器11から廃棄物接続部71へのピペットチップ61の移送中、
チップ61の下側部分は、容器アレイ41の後側壁55内の開口部56の１つを通りぬける。
【００７２】
　本発明の好ましい態様を、具体的な用語を用いて記載したが、かかる記載は単なる例示
の目的にすぎず、特許請求の精神または範囲から逸脱することなく、変形および変更が行
なわれ得ることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】図１は、本発明の装置の斜視図を示す。
【図２】図２は、図１の容器11の対称な長軸を通過する面での図１に示された装置の断面
図を示す。
【図３】図３は、それぞれが磁石15を保持する磁石ホルダー18の第1の態様のアレイ34の
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斜視図を示す。
【図４】図４は、複数の磁石15を保持する磁石ホルダー18の第2の態様の斜視図を示す。
【図５】図５は、図１に示される磁石ホルダー18およびそれに挿入された磁石15の第1の
態様の断面図を示す。
【図６】図６は、図１に示される磁石ホルダー18およびそれに挿入された磁石15の第2の
態様の断面図を示す。
【図７】図７は、本発明の容器アレイ41、廃棄物接続部71およびピペットチップ61の、第
1の分解斜視図を示す。
【図８】図８は、各々がピペットチップを受けるように適合された容器51のそれぞれにピ
ペットチップ61が挿入された、本発明の容器アレイ41の斜視図を示す。
【図９】図９は、本発明の容器アレイ41の第2の斜視図を示す。
【図１０】図１０は、容器アレイ41の断面図を示す。
【図１１】図１１は、図１および２に示されたピペットチップ61の斜視図を示す。
【図１２】図１２は、廃棄物接続部71の下側部分74の好ましい態様の模式的断面図を示す
。
【符号の説明】
【００７４】
11　容器
12　容器11の長軸
13　容器ホルダー
14　容器11の側壁
15　磁石
16　磁石15の平坦な外表面
17　移送手段
18　磁石ホルダー
19　ベルトドライブ
21　磁石ホルダー18の空洞
22　板バネ
23　板バネ
24　磁石15の磁軸
25　移動経路
27　歯車
28　歯車
29　張力滑車
31　試料を受ける容器のアレイ
33　磁石のアレイ
34　磁石ホルダーのアレイ
41　容器のアレイ
43　ピペットチップを受ける容器の列
45　容器のアレイ41の上側部分
46　区画
47　側壁
48　底壁
51　ピペットチップを受ける容器
52　開口部
53　開口部
54　前側壁
55　後側壁
56　後側壁55の開口部
61　ピペットチップ
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62　ピペットチップの先端
71　廃棄物接続部／廃棄物接続デバイス
72　廃棄物接続部71の上側部分の空洞
73　廃棄物接続部71の上側部分
74　廃棄物接続部71の下側部分
75　廃棄物容器
81　穴
82　開口部
83　開口部
84　チャネル
85　排出口
86　排出口
87　チャネル部分
88　チャネル部分
89　壁
91　吸引ポンプ
92　流路を示す矢印
93　流路を示す矢印
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